
第41回本部研修会

問題解決の⼿順実践
「課題設定の再検証」（どこどこ分析）



問題解決の基本３ステップ ｐ30



問題解決の基本３ステップ

問題：「具合が悪い」

「頭が痛いのか」「おなかが痛いのか」「熱があるのか」

（WHERE）
どこが問題なのか



問題解決の基本３ステップ

問題：「具合が悪い」
問題の特定：「おなかが痛い」

「⾷べ過ぎたのか」「お腹が冷えたのか」「⾷あたりなのか」

原因の深堀（WHY）
原因は何か



問題解決の基本３ステップ

問題：「具合が悪い」
問題の特定：「おなかが痛い」
原因の深堀：「⾷あたり」

「⾷あたりの適切な治療を実施」

打ち⼿の考案（HOW）
問題を解消する対策



問題とはなにか？



あるべき姿がなければ・・



あるべき姿を共通認識する

例）残業を少なくする前の会社では
60時間だった
から少ないね

40時間は多い！
20時間がいいね。



あるべき姿を共通認識する

40時間が問題



本日のあるべき姿

2023年度経営計画

2023年度4⽉〜9⽉の結果

2023年度計画売上達成



ワーク①「解決する問題はなにか」

2023年度計画売上達成

2023年度4⽉〜9⽉の結果



問題を特定する （どこどこ分析） P67～



①問題の全体を正しく捉える P68～75

Mutually：お互いに
Exclusive：重複せず
Collectively：全体的に
Exhaustive：漏れがない



①問題の全体を正しく捉える
（MECEのダブりの例） MECE具体例（男性、⼥性、⼦供）



①問題の全体を正しく捉える
（MECEのモレの例） MECE具体例（世代別）



②問題を適切に絞り込む P76～



②問題を適切に絞り込む P80～



②問題を適切に絞り込む P87～

・感度が良く使える切り⼝

・感度が悪く使えない切り⼝

時間帯 朝 昼 夜
売上前年⽐ -40％ ±0％ ±0％

時間帯 春 夏 秋 冬
売上前年⽐ -10％ -10％ -10％ -10％



②問題を適切に絞り込む P79
分解 深掘り

⽬的 問題の所在地を⾒つける
Where→どこが悪い？

問題の原因を⾒つける
Why→なぜ悪い？

意味 あるものを「単に分ける」
同次元でのMECE

あるものの
「因果」「理由」を考える

例 関東圏の飲料の売上が減少
＝新規客減少＋既存客減少

関東圏の飲料の売上が減少＝
まずい×量が少ない×⾼い



②問題を適切に絞り込む P88～92
切り口を組み合わせる

WHO
（誰に）

WHERE、WHAT
（どこで、どんな商品が）



③論拠をつけて問題を特定する P93～96
１）特定した箇所が本当に問題だといえる理由、
「論拠」を明確にする。

例：「カフェで朝の売上に問題がある」と特定

論拠 ＝ 問題が問題であるといえる理由
（例）朝の売上が最も低下している、全体に占める構成⽐率が⾼いから..等

原因 ＝ 問題が発⽣してしまう理由
(例）朝⾷メニューをやっていないから、朝はレジが混雑するから…等

論拠と原因の違い



③論拠をつけて問題を特定する P96～98

２）具体的な論拠づけの４つのポイント

１、増加または減少が⼤きい
２、改善可能性が⾼い
３、全体に占める割合が⼤きい
４、波及効果が⾼い

例）「カフェの売上が下がっている」のを⾷い⽌めたい
→減少が⼤きいのが問題だと特定する。

「カフェの売上が伸び悩んでいる」ことを解決したい
→改善可能性が⾼いところが重要となる。



③論拠をつけて問題を特定する P98～

３）論拠をつける際には、できるだけ「強い情報」を⽤いる。

強い情報 弱い情報

外部情報 ⇔ 内部情報
第三者情報 ⇔ 当事者情報
定量情報 ⇔ 定性情報
直接情報 ⇔ 間接情報

権威者情報 ⇔ ⾮権威者情報
多サンプル情報 ⇔ 少サンプル情報



③論拠をつけて問題を特定する P99～101
４）問題所在マトリックスに「論拠となる情報」を⼊れて

問題を特定する。



第41回本部研修会

問題解決の⼿順実践
「課題設定の再検証」（なぜなぜ分析）



原因を追究する（なぜなぜ分析） P122

①因果の構造図で、深く広く掘り下げる。

②因果を正しく考えられたか確認する。

③⼿を打つ場所を決める。



①因果の構造図で深く掘り下げる P121



①因果の構造図で深く掘り下げる P119～120

因果の構造図【作成時のルール】
① ⼀番上に「WHEREで特定した問題」を配置して、そこから「なぜ、なぜ」
とつなげていく。

② 必ず「原因から結果」に向けて⽮印を書く。

③ 事実確認をしながら「事実のみ」を書く。推測で確認が取れない場合は点線
で書き、「事実」と区別する。

④複数に分岐箇所が出てくる場合は「どちらが主原因なのか」を考えて切り捨てる。

⑤これ以上どうしようもないものや、事実でないものが出た場合は×印をつける。

⑥最終的に「ここに⼿を打つ」という場所が⾒つかったら原因の部分を着⾊する。



①因果の構造図で深く掘り下げる P123～132

因果の構造図を作成する3つの段階と８つのポイント

＜深く＞掘り下げる

１．WHEREで絞り込んだ問題から掘り下げる
２．「なぜ」を繰り返す
３．論理の⾶躍に気をつける
４．打ち⽌めになるまで掘り下げる



①因果の構造図で深く掘り下げる P132～143

因果の構造図を作成する3つの段階と８つのポイント

＜広く＞掘り下げる
５．もれなく幅広く可能性を考える

＜正しく＞掘り下げる
６．事実で確認をする
７．正しい⽇本語で掘り下げる
８．「⾃分を主語」として掘り下げる



②因果を正しく考えられたか確認する P144～146

１.⾒た⽬の形で確認する。
（１）⼀直線

原因を⾒落としてる

（２）末広がり

消し込み、打ち⽌めをする

（３）気球

⼀番下が抽象的な表現
になっている



②因果を正しく考えられたか確認する P147～149

２. ⼀段⽬と⼆段⽬の抜け漏れを確認する

３. ⼀番下が打ち⽌めになっているか確認する。

４. 問題の固有原因になっているか確認する。



③手を打つ場所を決める P150～151

原因分析ができたらどの原因に⼿を打てばいいか考えていく。
⼿順は⼤きく3段階ある。

問題解決の効果を⾼める

対策の実現性を⾼める

検討の効率を⾼める



③手を打つ場所を決める P151～156

＜問題解決の効果を⾼める＞

①「主たる原因」に⼿を打つ

②全体に影響が出るように⼿を打つ

③浅すぎず深すぎないところに⼿を打つ

④⽴場とリソースを考え、分担しながら⼿を打つ



③手を打つ場所を決める P156～160

＜対策の実現性を⾼める＞

⑤「単にやっていないだけの原因」に⼿を打つ

⑥「⼊ってくる⽮印が少ない原因」に⼿を打つ

⑦「下にある原因」を避けて⼿を打つ



③手を打つ場所を決める P160～164

＜検討の効率を⾼める＞

⑧悪循環を断ち切るように⼿を打つ

⑨いくつかの原因にまとめて⼿を打つ


